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腎結石を合併 した交叉性腎変位の1例
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   Crossed renal ectopia is a relatively rare renal anomaly. A 49-year-old man with macrohematuria 
and right flank pain was admitted to our hospital. Various urological examinations were carried out, 
and a diagnosis of left crossed renal ectopia with renal stone was made. Pyelolithotomy was performed 
and stone analysis revealed a calcium oxalate. 

   In Japan, 166 cases of crossed renal ectopia have been reported and 15 of them including our case were 
associated with urinary tract stones. 

                                                    (Acta Urol. Jpn. 34: 1425-1429, 1988)

Key words: Crossed renal ectopia, Renal stone, Calcium oxalate

緒 言

交叉性腎変位とは,一 側の腎臓が正中線を越えて対

側に変位して付属する尿管が脊柱と交叉するような先

天性奇形をいう1)が,今 回,著 者は非融合性交叉性腎

変位の変位側腎に結石を合併 した1例 を経験したの

で,若 干の文献的考察を加えて報告する.

症 例

患者149歳,男 性

主訴=肉 眼的血尿,右 腰部痛

家族歴:特 記すべきことなし

既往歴:14歳,虫 垂切除術

現病歴:1982年4月,右 側腹部痛あり,富 山医科薬

科大学泌尿器科を受診し,左 腎の交叉性腎変位と診断

された,そ の後,疹 痛は一過性で無症状のため当科外

来にて経過観察していたが,1986年6月 中旬,肉 眼的

血尿,右 腰部痛を生 じたため,同 年6月18日,本 学泌

尿器科に入院した.

入院時現症:体 格中等度.栄 養良好.血 圧110/60

mmHg,脈 拍70分,整,理 学的には胸部に異常なし,

両側腹部に腎は触知しないが,右 下腹部虫垂切除の蔽

痕やや内側に軽度圧痛 あり,弾 性硬の腫瘤を触知し

た.外 性器,四 肢には異常を認めなかった.

入 院 時検 査 所 見 ・血 液 一般WBC4,600/mm3,

RBC377×104/mm3,Hb12.8g/dl,Ht38.1%,Plat

30.7×104/mm2,

血 液 性 化学;TP7.lg/dl,Alb4.og/d1,A/GL29,

LDHl761U,GOT95KU,GPT62KU,r-GTP

3961U,A】Pl3.6KAU,ZTT5.9U,TTT1.4U,

Nal38mEq/1,K4.5mEq/1,Cl99mEq/l,Ca9.2

mg!dl,P3.lmg/dl,BUNl6mg/d1,Cr1.2mg/d1,

尿 検査;褐 色,清,PH6,蛋 白(一),糖(一),潜

血(升),尿 沈1査=RBC20～30/hpf,wBC2～3/hpf

シ ュ ウ酸Ca結 晶(+),尿 中 〒膠酸排 泄 量53.4mgf

day(正 常:45mg/day以 下)

画 像 診 断:DIPで は,本 来 左 腎 の存在 す べ き所 に

腎影 は 認 め られ ず,仙 骨 部右 側 に 腎孟 像 を認 め,尿 管

は正 中 線 を越 え,左 側 よ り膀 胱 に入 って いた.右 上 部

尿路 は 正常 であ った.

レ ノ ク'ラムで は,腎 の機 能 低 下 を認 め た.右 腎機 能

は 正常 で あ った.

腎 ス キ ャ ソ(Fig.1)で は,右 腎 の下 方 に非 融 合性

の 左腎 変 位 を認 め た.

腹 部大 動 脈造 影(Fig,2)で は,左 総 腸骨 動 脈分 岐

部 よ りや や 上方 よ り,変 位 腎 を栄 養す る動脈 が 認 め ら

れ た.

逆 行 性 腎孟 造影(Fig.3A)で は,第5腰 椎 横 突起
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やや右下に8×12mmの 結石様陰影を認めた・また,

左尿管は交叉性に右側に走行していた(Fig.3B).

腎部CT(Fig.4)で も,骨 盤腔上部の逆行性腎孟

造影でみられた部位に一致 して,変 位腎が描出され腎

孟内には結石陰影が認められた.

以上の所見より,非 融合性交叉性腎変位の変位側腎

孟結石とし診断し,左 腎孟切石術を施行した.

手術所見:右 傍正中切開にて,後 腹膜腔に入 り,変

位腎を観察すると,そ の上部に右尿管下部が付着して

いたので剥離した.静 脈}こ注意しながら変位腎の巨大

な腎外腎孟を探ると,結 石を触知したので約lcmの

Fig.4.AbdominalCTdemonstratingstone

shadowintherenalpelvisofectopic

kidney.



岩崎,ほ か:腎 結石 ・交叉性腎変位

切開を加 え て,腎 孟 内の 結 石 を摘 出 し,創 を 閉 じた,

摘 出結石 の 主成 分 は蔭 酸 カ ル シ ウムで あ った.

術後経 過:腹 部KUBで は結 石 陰影 は消 失 して い

た.

DIPの30分 像 では(Fig.7B).や や 変 位 腎 の描 出

性が悪か った.

レノグ ラムでは,結 石 のあ った変 位 腎 に軽 度 水 腎症

がみ られた.

Tablc1・ 本 邦に お け る交 叉性 腎 変位 の報 告

1427

考 察

交 叉性腎 変位 は,腎 奇 形 の 中で も比較 的 稀 な疾 患 で

7,500の 剖 検 例で1例 が 発 見 され た に す ぎな い との 報

告 もあ る2).腎 ・尿 管 の発 生 に お いて,腎 と して の形

態,内 容 が と との うの は胎 生12週 ～14週 で あ るが,本

疾患 の病 因に つ いて は不 明な点 が い まだ に多 い.

Abeshouscら2)は,交 叉性 腎 変 位 を次 の よ うに4型

に分 けた

(A)CrossedRenalEctopiawithFusion

(B)CrossedRenalEctopiawithoutFusion

(C)So1三taryCrossedRenalEctopia

D)Bi置aterallyCrossedRenalEctopia

欧 米お よび 本邦 に お いて も,㈹,(B)の タイ プが 大部

分 で,1922年,森3)が 最 初 に 報告 して か ら,わ れわ れ

の調べ 得 た本邦 報 告 例166例 に おい て も,(C)ク イプの

4例 を除 い て,す べ てCA),(B)タ イ ブで あ った.

自験 例は,非 融 合性 交 叉性 腎 変 位 に結 石 の 合併 を み

たが,本 症に 尿路 結 石 の 合併 を み た との 報告 は 比 較的

少ない.著 者 は,交 叉性 腎変 位 に つ いて 臨床 的 な 考察

を行 い,さ らに尿 路結 石 合 併 例 につ い て 若干 の 考察 を

加えた.

Tablclに 示 す ご と く,166例 中,記 載 の 明 らか な

163例 に お いて,男 性90例,女 性73例 で や や男 性 に 多

か った.ま た 変位 側 お よび融 合 の有 無 で は記 載 の 明 ら

か な158例 中,98例(62.O%)で 左 → 右 変位 が み られ,

Wilmer4),Abeshouseら2)の 報 告 と一 致 した.融 合

の有無 では,151例 中,融 合 のみ られ る㈹ タイ プが105

例 で69.5%で あ り,自 験 例 の よ うな(B)タ イ プは42例 で

27・8%で あ っ た.こ れ ら を,McDonald5),Abes・

house2)ら に く らべ る と,(B)タ イ プの非 融 合 性 腎 変位

の頻度が,や や 高 い よ うで あ る.

主 訴 と して は,自 験 例 の ご と く疹 痛 お よび 腫瘤 触 知

を示 した ものが,全 体 の45.3%で あ り,次 い で発 熱,

血 尿 の順 であ った.

また,先 天性 合 併 奇形 を有 す る ものが63例,後 天性

合併 症を 有す る もの が55例 あ り,合 併 奇形 と して は 尿

路性 器奇形 が 最 も多 く,全 体 の53.1%を 占め,つ い で

{
右 ⇒ 左

左 →右

ω 融合 あ り

(B)融 合 なし

(C)先 天性単腎

(D)両 側非融 合

(3)主 訴

(1)発 生頻度

166例(男 性90例,女 性75例 ,不 明3例)

(2)変 位側および融合の有無

60{列(38.0%)

98{列(62,0%)

105{列(69 .5%)

42{列(2Z8%)

4{列(2.7%)

0例(0%)

露痛(腹 部 および腰部)61例(28 .5%)
腫瘤触知

発 熱
血 尿

胃腸症状
尿失禁
排尿障害

その他

56暫 り(16.8%)

18{列(8.4%)

18{列(8.4%)

12{列(5.6%)

13{列(6,1%)

7{列(5.3%)

49{列(22.9%)

計

(4)合 併奇形

尿路性器系
消化器系

骨
心血管系
その他

214例

63例

45(55.1%)

11(15.6%)

14(1Z5%)

7(87%)

6(Z5%)

計

(5)後 天性合併症

水腎水尿管
腎孟腎炎

尿路結石
VUR

尿路悪性腫瘍
その他

81

56例

14(20.0%)

14(20.0%)

15(21.4%)

5(Zl%)

4(5.8%)

18(25.7%)

計 70

骨 奇 形,鎖 肛 な どの 消 化器 奇 形 の順 で あ った.Vjtko

ら6),石 井 ら7),後 藤 らs)に よれ ば,本 疾 患 では 胎生 期

の 中 胚葉 の障 害 に よ り,尿 路 性 器奇 形 と脊椎 奇 形の 合

併 を生 じやす い とい う.後 天 性 合併 症 と して は,自 験

例 の ご と く尿路 結 石 合 併を示 す もの が15例 で最 も 多

く,全 体 の21.・1%を 占め,つ い で水 腎,水 尿 管症 お よ

び腎 孟 腎炎 の 順 であ った.

交 叉性 腎 変 位 の結 石 合 併に つ いて は,1981年,和 志

田 ら9)が9例 を ま とめ て い る.そ れ を 参 考に して われ

われ の調 べ得 た 症 例 を加 え る と,自 験 例 が本 邦15例 目

と思 わ れ る(Table2).

Table3に 示 す ご と く,記 載 の 明 らか な14例 につ い

て,年 齢 は21歳 か ら74歳 で平 均38.6歳 で あ った.性 別

では,男 性ll例,女 性3例 で 男性 に 多か った.

主 訴 と して は,側 腹 部 背部 痛 な ど疹 痛 を 示 す もの

が,10例(45%)で 最 も多 く,つ い で,血 尿,発 熱 の

順 であ った.

高 橋1),Romansら10)は 変 位 腎 は正 常 腎 に くらべて

4倍 前 後 の頻 度 で合 併 症 を伴 い やす く,結 石 合 併 は,
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Table2.腎 ・尿管結石を合併した交叉性腎変位の本邦報告例

Na報 告 者 年齢 ・性別 主 訴 変位側 ・融合 結 石 部 位 治 療 法

11960樽 原 ら

21962武 田

31973疋 田 ら

41973広 中 ら

51975伊 藤 ら

61975鳥 居 ら

71976坂 ら

81976塩 見 ら

91979小 林

101980和 志 田 ら

ll1981高 原 ら

121983小 松 ら

131983内 野 ら

141984薄 井 ら

151986自 験 例

21

23

44

37

22

43

62

38

28

74

26

23

50

49

?

男

男

女

女

女

男

男

男

男

男

男

男

男

男

痔痛 ・血尿

発熱 ・血尿

左側腹部痛 ・胃腸症状

腰背部痛

左側腹部痛

左腰痛 ・血尿

発熱 ・右腰痛

発熱

右側腹部痛 ・血尿

頻尿 ・急迫尿失禁

排尿障害

左側腹部痛

血尿

左背部痛
血尿 ・右膜背部痛
および右腹部厘瘤

左→右

右→左

右 →左

左 →右

右→左

右→左

左→右

右→左

左→右

左→右

左→右

右→左

左→右

右噂左

左→右

(+)

(+}

(+)

(+)

(+)

逆L

L

逆L

(一}

(+)

?

逆L

(+)

(+)

(一)

右尿管結石

左尿管結石

左腎杯結石

左腎孟結石

左腎結石

左尿管結石

右腎結石

右腎孟結石

左尿管結石

右腎孟結石+左 尿管結石

右尿管結石

左腎結石

右腎結石

右尿管結石

左腎孟結石

尿管切石術

尿管切石術

親察

腎孟切石術

腎孟切石術

尿管切石術

腎孟切石術

右半腎摘出

槻察

腎孟切石術+尿 管切石術

腎孟切石術+腎 孟形成衛

腎孟切石術+腎 孟形成術

自然排石

腎孟切石術

Table3

(1)年 齢

21歳 ～ ア4歳(平 均58.6歳)

(2)性 別

男性:女 性=11:3

(3)主 訴15例

側腹部背部痛

血 尿

発 熱

その他

10(45%)

6(27%)

3(14%)

5(14e/.)

り,症 状が強い時に手術療法が考慮される.尿 路結石

合併症では,記 載の明らかな14例 中,11例 で腎孟切石

術および尿管切石術を主体 とした手術療法が行われ,

経過観察された症例は3例 と少なかった.ま た交叉性

腎変位における一般的な手術療法としては腎摘出術お

よび,試 験開腹術を行うものが多いようである.

結 語

計 22

(4)結 石発生側およひ部位

非変位側10(667%)

変 位 側5(55.5%)

本邦15例 目と思われる非融合性交叉性腎変位の変位

腎に結石を合併した49歳 男性の1症 例を経験したの

で,若 干の文献的考察を加えて報告 した.

計

腎 結 石

尿管結石

15

9(56.2%o)

ア(45.8%)

本論 文の要 旨は第334回 日本泌尿器科学会北陸地方会にお

いて報告 した.

計

(5),台療法

腎孟切石術

尿管切石術

{
腎孟切石術

および腎孟形成術

右半腎摘出

経過観察

不 明

16

5

4

2

1

5

1

大部分変位腎に発生すると述べている,し かし本邦報

告例では自験例のごとく,変 位腎に発生したものは5

例 と少なく,そ れに対 して,非 変位腎に発生したもの

がIO例 と2倍 の頻度で非変位腎に多かった.今 後,症

例の報告が増加すれば,真 実が解明されるであろう.

また結石発生部位は,腎 臓9例,尿 管7例 でほぼ同

頻度であった.

木症の治療としては,合 併症なく無症状のものは,

経過観察でよいが,自 験例の ように合併症があった
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